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の入手となり合致しない。また『弥陀経諸譯互證 津梁 三百十九末詮之十一 已刻』『弥













略記 一巻』『字記便捷覧 三巻』『悉曇切紙十二通』『悉曠大底 明覺』『反音 仝』『略
嘆 仝要決 形音義合 五部十一本』と書かれている。この目録の中で、
『弥陀経諸譯互證 已刻 津梁 三百十九末詮二之十一』
『弥陀経義釋 四巻 已刻 津梁 第三百四十二末詮第二之三十八』
『心経義釈 一巻 已刻 津梁 三百四十六末詮二之三十九』
などの記載がある。「已刻」以下に巻数の表示がされている。『弥陀経諸譯互證 已刻 津
































１０『日本歴史地名大系 第三八巻 香川県の地名』平凡社 1989, p352.









『弥陀経諸譯互證 已刻 津梁 三百十九末詮二之十一』
『弥陀経義釋 四巻 已刻 津梁 第三百四十二末詮第二之三十八』


























































































即日就于原本 令加朱一校畢 叡山沙門 無障金剛亮海識
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七詮目 本詮第一 末詮第二 通詮第三 別詮第四 略詮第五 廣詮第六 雑詮第七
prarvasyAtmi maitramegha 草 享和壬成春傳領之 高山寺沙門戒觀慧友




















第三十七巻 本詮之三十八 文殊五字真言儀軌 → 第三十七卷 本詮之四十八上 彌陀經

































簡潔な目録であるが、本詮で『梵網経 未得』『金剛般若経 一巻 未得』と記載されていた。
第３節 各目録について
①（0000）『慈雲尊者遺芳総目録・地』



























末詮總目 自三百一至三百九十七 通詮總目 自三百九十八至四百八十三
別詮總目 自三百九十八至四百六十三 略詮 自四百六十三至五百八十八
廣詮 自五百八十八至 雑詮























本詮第一 自一至三百 末詮第二 自三百一至三百九十七
通詮第三 自三百九十八至四百八十三 別詮第四 自三百九十八至四百六十三
略詮第五 自三百六十三至五百八十八 廣詮第六 自五百八十五





















本詮 末詮 通詮 別詮 略詮 廣詮 雑詮 雑録
雑録という項目が、増えている。雑録には、以下10種類のものが記載されている。











通詮總目 自三百九十八至四百八十三 別詮總目 自三百九十八至四百六十三






本詮第一 自一至三百巻 末詮第二 自三百一至三百九十七
２５【慈雲尊者全集 第9巻下 pp.409－463】
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通詮第三 自三百九十八至四百八十三 別詮第四 自三百九十八至四百六十三














本詮總目 梵學津梁末詮目録 梵學津梁通詮目録 梵學津梁別詮目録 梵學津梁略詮目録

















本詮 自一至三百六十一 経部 律部 論部 賛部 真言部 雑部
末詮 自三百六十二至四百五十三 都一百二巻
通詮 自四百十四至四百六十 別詮 自四百六十一至四百八十
略詮 自四百八十一至五百都 廣詮 自五百一至九百七十五 三寶 佛部 僧部 國界
















































































































































































































































3.和州法隆寺所藏貝葉 2葉 4.海龍王寺 1葉
5.洛西清涼寺 1葉 6.城州調子瑞泉寺 1葉
7.當寺 1葉（「當寺」とは、高貴寺を示し元は城州宇治田原巌松院にあった貝葉）
２８ 松田 和信「東寺・海竜王寺貝葉考」－アビダルマ写本研究（3）－
『印度学仏教学研究』第37号巻 第2號 1989, p.909.
２９ 岡教邃「本朝古伝貝葉梵笈阿毘曇の断片」『大正大學々報』第六,七輯 1930, p.61.
３０ 岡教邃「本朝古伝貝葉梵笈阿毘曇の断片」『大正大學々報』第六,七輯 1930, pp.47.
３１ 松田和信「梵文断片Loka－prajJaptiについて」－高貴寺・玉泉寺・四天王寺・
知恩寺貝葉 インド所伝写本の分類と同定－『仏教学』 第14号 1982, p.6.



































知恩寺貝葉 インド所伝写本の分類と同定－『仏教学』第14号 1982, pp.8－9.
３４ 高楠順次郎「寶性院所蔵の梵本」『高野山時報』第82巻 1917.p.14-16.
３５ 松田和信「梵文断片Loka－prajJaptiについて」－高貴寺・玉泉寺・四天王寺・




















































（0075）『バザラセイヂキャハラジャハラミタソタラン』 梵文 甲 金剛経 甲
















































































『七九』と関したものが（0188）『七九鈔 上』から（0215）『悉曇七九釋 草本 悉曇七



















（0200）『七九略鈔 底彦多 下』 天保12年辛丑4月河州若江郡高井戸村 長栄寺蔵版
（0205）『七九略鈔 底彦多 上』




















第五百『辨異義十卷 形音義八卷力 要决 字記禪林記』（五百の後は書き漏れ。）
しかし、別紙に別詮として走り書きしたものがある。総数は85巻あるとしている。巻数
は、経典名の頭ではなく後ろに記載されている。巻数も一部を省略した形で記されている。
『唐梵文字一巻』 梵學津梁第四百五十一 『千字文一 』 五十二















































4.『法相差別』 30巻 6.『天象』2巻 11.『諸餓鬼』2巻があり高貴寺DVDに該当するの
は以下のものである。
（0348）『梵学津梁 三十六種餓鬼名 三十六種餓鬼』



































































































































４２ 佐和隆研 編『密教辞典』法藏館 1999, pp.235－236.































４４『資料京都の歴史 第13巻 南区』平凡社 1992, p15.
４５【長谷寶秀全集 4巻 解説 pp.10－11 】






































































大佛頂陀羅尼 梵字大宝楼閣経真言 梵字千辟甘露軍 茶利真言梵字吉慶讃
（0041）梵学津梁本詮 大宝楼閣真言 千臂甘露軍茶利真言 吉慶讃九首

























































































































５６【長谷寶秀全集 5巻 解説 p.382】































































５９ 井ノ口泰淳編『高楠順次郎旧蔵日本梵語学資料集成』名著普及会 1988, p.770.
井ノ口泰淳氏によると内容は不空訳に一致するとの見解である。
【長谷寶秀全集 4巻 解説 pp.271－298】『梵字大佛頂真言』では東寺本を載せている。
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大佛頂如来頂髻白天盖陀羅尼 一 道 首 已竟 異本
安永二年癸巳六月於京西山善妙寺沙弥尼義文 受法主 大咊上位命而敬拝冩焉







































第15番 梵字寶部金剛讃一卷就中 如意輪讃 大悲眞言 維摩詰眞言











































（0015）尊勝陀羅尼 并 七倶胝佛母 馬頭二讃
６１【日本韻学史の研究 Ⅲ p.1288】
































６３ 佐和隆研 編『密教辞典』法藏館 1999, p.627.参照




























































６６ 佐和隆研 編『密教辞典』法藏館 1999, p102.参照

















（0017）吉祥天女 并 不空羂索（imag. 0018－03）


























正和五年丙辰九月四日金剛三昧院以方丈本書寫之了 金剛佛子 定惠 四十六歳
文保三年己未四月廿五日奉傳受之了






















（0019）弥陀 并 宝筐真言 十六大菩薩讃
弥陀 奥書なし
第26番 梵字寶篋眞言一卷


































































































































































































経典名 元の所在場所 校訂本など 関わった人 その他
第1番 梵字大毘盧舍那胎藏大儀軌卷 東寺 興然闍梨自筆本 賢寶 實詮 観智院金剛蔵に梵
（0001） 胎蔵大儀軌・上 東寺觀智蔵本 覺心 勝心行 写本あり
（0002） 胎蔵大儀軌・下 東寺 隆海僧都本 賢寶 實詮 観智院金剛蔵に梵
興然本 覺心 勝心行 写本あり
第2番 梵字胎藏曼陀羅諸尊梵名一卷 未入手
第3番 梵字金剛頂蓮花部大儀軌二卷 金剛三昧院 慈光院蔵本 維寚 真源 阿弥陀賛が付け加
（0003） 蓮華部弥陀賛・金剛頂蓮華部大儀 えられている
軌
第4番 梵字毘盧遮那三摩地儀軌一卷 不明 奥書なし
（0004） 毘盧遮那三摩地儀軌
第5番 梵字普賢行願讃一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0005） 日貝行願讃 異本ノ一




第9番 梵字大寶樓閣經眞言一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0010） 大宝楼閣 大宝楼閣真言
第10番 梵字金剛藏降三世讃王一卷 存在が不明
第11番 梵字千臂甘露軍荼利眞言一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0011） 千臂軍茶利 并 吉慶賛
千臂軍茶利真言 吉慶賛九首
第12番 梵字吉慶讃一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0011） 千臂軍茶利 并 吉慶賛
千臂軍茶利真言 吉慶賛九首
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第13番 梵字無垢淨光陀羅尼一卷 不明 奥書なし
（0012） 無垢浄光陀羅尼
第14番 梵字菩提場莊嚴陀羅尼一卷 未入手
第15番 梵字寶部金剛讃一卷就中 如意輪讃 宝部金剛讃 大 宝部金剛讃 大悲
大悲眞言 維摩詰眞言 悲眞言 如意輪 眞言 如意輪賛奥
（0013）宝部金剛讃 如意輪賛 大悲心 賛は不明 書なし
維摩詰真言・妙法蓮華経儀軌 維摩詰眞言は 維摩詰眞言は
元金剛三昧院 金剛三昧院形式
第16番 梵字妙法蓮華經儀軌一卷 金剛三昧院 石山内供手筆本
（0013） 宝部讃并 大悲心 維摩 法華
第17番 梵字不動尊儀軌一卷 金剛三昧院 天永二年に請来
（0014） 不動尊儀軌 之内本より
第18番 梵字尊勝佛頂眞言一卷 不明 奥書なし
（0015）尊勝陀羅尼并七倶胝佛母馬頭
第19番 梵字七倶胝佛母讃一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0015）尊勝陀羅尼并七倶胝佛母馬頭
第20番 梵字馬頭觀音陀羅尼一卷 金剛三昧院 金剛三昧院以故 定惠 覺勝 宝寿院に校訂本
（0015）尊勝陀羅尼并七倶胝佛母馬頭 上人御本 あり
無量壽院蔵本
第21番 梵字千鉢文殊一百八名讃一卷 金剛三昧院 般若寺僧正本 頼－ 定惠 宝寿院に校訂本




第22番 梵字一切吉祥天女陀羅尼一卷 金剛三昧院 金剛三昧院以故 定惠 覺勝 宝寿院に校訂本
（0017） 吉祥天女 并 不空羂索 上人御本 あり
无量壽院蔵本
第23番 梵字不空羂索陀羅尼一卷 不明 奥書なし
（0017） 吉祥天女 并 不空羂索
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第24番 梵字千手千眼眞言一卷 金剛三昧院以故 定惠 真源 宝寿院に校訂本あ
（0018） 千手千眼真言 上人御本 り
无量壽院蔵本
第25番 梵字阿彌陀佛眞言一卷 不明 奥書なし
（0019）弥陀并宝筐真言十六大菩薩讃
第26番 梵字寶篋眞言一卷 不明 義文尼の奥書のみ
（0019）弥陀并宝筐真言 十六大菩薩讃





第28番 梵字十六菩薩眞言一卷 不空訳『金剛 醍醐本を後に入手




第29番 梵字大三昧耶眞實一百八名讃 慈光院 慈光院蔵古本 維寶
（0020） 十六尊真言 及 大三摩耶真實讃
第30番 梵字七倶胝儀軌一卷 金剛三昧院 隆海僧都本 頼－ 定惠





第32番 梵字大悲心眞言一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0022） 大悲心 大悲心真言
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第33番 梵字一字頂輪王儀軌一卷 遍知院 御室本 浄光 覺心 金剛三昧院形式





第34番 梵字文殊五字眞言儀軌一卷 不明 奥書なし
（0024） 文殊五字真言儀軌
第35番 梵字烏芻濕摩儀軌一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0025） 鳥蒭濕摩儀軌・勝初瑜伽儀軌
第36番 梵字勝初瑜伽儀軌一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0025） 鳥蒭濕摩儀軌・勝初瑜伽儀軌
第37番 梵字天龍八部讃一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0026） 天龍八部讃法身偈 十一面讃
第38番 梵字法身偈一卷 般若寺僧正御 小野僧正本
（0026） 天龍八部讃法身偈 十一面讃 本 傳法院経蔵本
第39番 梵字十一面讃一卷 金剛三昧院 金剛三昧院形式
（0026） 天龍八部讃法身偈 十一面讃
第40番 梵字金剛峯樓閣眞言 并 一百八名讃 不明 奥書なし
（0027） 金剛峯楼閣真言 并 一百八名讃
第41番 梵字蓮花部讃一卷 不明 奥書なし








７６ "Buddhist Manuscripts from cetral Asia The British Library Sanskrit Fragments" by Seishi Karashima and
























『日本國承和五年入唐求法目録』 承和5年 839年 『梵漢両字阿弥陀経』
『慈覚大師在唐送進録』 承和7年 841年 『梵漢對譯阿弥陀経』
『入唐新求聖教目録』 承和14年 848年 『唐漢対訳阿弥陀経』
ⅱ）宗叡（809－884）

































７９【藤田 阿弥陀経 p.26】藤田氏は「『和州 内山本』『和州 安堵極楽寺蔵本』とあるのは、慈雲が参
看した前掲①「和州 法宣律師の手より得たものと同じものをさすか？」






























８１『安堵町史 本編』安堵町史編纂委員会編 1993, pp.726－736.




































８３ 『安堵町史 本編』安堵町史編纂委員会編 1993, pp.726－736.
























８４ 藤田 宏達 校訂『梵文無量寿経 梵文阿弥陀経』法蔵館 2011, pp.83－86.

































































『叡山学院研究 紀要 創刊号』1978, p.36.
小島氏は、常明より35年前に寂巌が写したb）寂巌『梵漢両字阿弥陀経』が石山寺本であり、それ
によってc）常明『梵漢両字阿弥陀経』の校訂が可能としている。








































































②（0036）『梵篋三本 梵漢 普賢行願讃 阿弥陀経 般若心経』






























文化九壬申八月二十八日 洛西於虚空蔵書写之 amRta vihArA 智鐙






















































































二之一 阿弥陀経諸譯互證 優婆塞 幻住 受筆』と書かれている。次から第1頁と同じよう
に梵字に対して漢訳2本が対照されている。それらが終わると①（0028）『弥陀経梵本 承
久本』の奥書と同じものが書かれている。



















































（0036 慈雲本） namaH sarvajJaya :
（0451 元の本） nama sarvajJaya :
（0451 石山本） nama sarvajJaya :
（0451 建久本） nama sarvajJaya :
（0028 承久本） nama sarvajJaya :
（0036 慈雲本）evaM maya Crutam ekasmiM samaye bhagavAM CrAvastyAM
（0451 元の本）evaM maya Crutam ekasmiM samaye bhagavAM CrAva
（0451 石山本）evaM maya Cratam ekasmiM samaya bhagavAM CrAva
（0451 建久本）evaM maya Crutam ekasmiM samaya bhagavAM CrACrAva
（0028 承久本）evaM mayA Crutam ekasmiM samaye bhagavAM CrAvastyAM
（0036 慈雲本）viharati sma jetavane anAthapiNDadaCa syArAme mahatA
（0451 元の本）viharati sma jetavane anAthapiNDadaCa syArAme mahatA
（0451 石山本）viharati sma jetavane anAthapiNDadaCa syArAme mahatA
（0451 建久本）viharati sma jetavane anAthapiNDada syArAme mahatA
（0028 承久本）viharati sma・jetavane anAthapiNDadaCa syArAme・mahatA
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（0036 慈雲本）bhikSusuMghenA sAvaMm avatrayodaCabhir bhikSuCataiHr
（0451 元の本）bhikSusaMghenA sAvaMm avatrayodaCabhir bhikSuCatair
（0451 石山本）bhikSusaMghenA sAvaMm avatrayodaCabhir bhikSuCatair
（0451 建久本）bhikSusaMghenA sAvaMm arvatrayodaCakibhir bhikSuCatai
（0028 承久本）bhikSusaMghenA sAvaMm avatrayodaCabhir bhikSuCataiHr
（0036 慈雲本）abhijJatAbhAjJataiH Cthavirair mahACrAvakai sarvar arhantaiH
（0451 元の本）abhijJatAbhAjJataiH Cthavirair mahACrAvakai sarvar arhardbhiH
（0451 石山本）abhijJatAbhAjJataiH Cthavirair mahACrAvakai sarvar arhardbhiH
（0451 建久本）r abhijJatAbhAjJataiH Cthavirair mahACrAvakai sarvar arhardbhiH
（0028 承久本）abhijJanAbhAjJataiH Cthavirair mahACrAvakai sarvar arhaH
このように、全体的には文脈は、他の梵写本もほとんど同じである。ここでは（0451）
『建久年本』のみ欠落（r abhijJatAbhAjJataiH, sarva の2語）がみられる。では、文脈の混
乱した箇所の校訂を調べてみたい。第4段の部分では、以下のようになっている。
（0036 慈雲本）saptaratnamayyaH puSkariNyaH tadyathA suvarNasya rUpyasya vaiDUryasya
（0451 元の本）saptaratnamayyaH puSkariNyaH 欠落
（0451 石山本）saptaratnamayyaH puSkariNyaH 欠落
（0028 承久本）saptaratnamayyaH puSkariNyaH 欠落
（0451 建久本）saptaratnamAyyaH puSkariNyaH 欠落





（0036 慈雲本）saptamasya ratnasyaH aSTAMgopetaH vAriparipurNNAH samatIrthikAH
（0451 元の本） aSTAMgopeta vAriparipurNNAH samatIrthikAH
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（0451 石山本） aSTAMgopeta vAriparipurNNAH samatIrthikAH
（0028 承久本） aSTAMgopetaH vAriparipurNNAH samatIrthikAH
（0451 建久本） aSTAMgopetah vAriparipUrNNAH samatIrthakAH
太文字 "tadyathA suvarNasya rUpyasya vaiDUryasya sphaTikasya lohitamuktasya aCmagarbhasya
























②（0036）『梵篋三本 漢梵･普賢行願讃 阿弥陀経 般若心経』1783年
③（0037）『梵篋三本 』 1783年 → ④（0038）『梵篋三本』1812年供養の為智鐙写






９１ DIE BHADRACARI EINE PROBE BUDDHISTISCH－RELIGIÖSER LYRIK



































インド哲学仏教学 24, 2009, pp.83－102.
Shoshun Hayasidera （2012） ' The Newly Found Text of Puxian pusa xing yuan zan 普賢菩薩行願讃









































文化乙丑仲夏令豊後智專子繕寫之 智燈拝 文化丙寅二月九日謹寫 金洲
ⓙ『梵本普賢行願讃』 折本





















沙彌帝須従予發普賢大心者也斯行願品 moghasamudratha （空海）受 cinavikSayaM




































































































































































『真宗本派学僧逸伝』井上哲雄 永田文昌堂 1979, p.42.
















































⑤（0036）『梵篋三本 梵漢 普賢行願讃 阿弥陀経 般若心経』

















































































































奉納 葛城山 高貴寺 普賢行願讃梵本聞書全十巻
裏には次のよう書かれている。






































































































ⓙyAvata keci daCaddiCi loke sarvatriyedhvagata nArasiMhAH
①yavadata keci daCaddiCi loka sarvatriyedhvagatu narasiMhAH
②yAvadata keci daCaddiCi loke sarvatriyedhvagatu narasiMhAH
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③yAvadata keci daCaddiCi loke sarvatriyedhvagatu narasiMhAH
④yavata keci daCaddiCi loke sarvatriyedhvagatu narasiMhAH
ⓙtAn Ahu vandami sarvi aCeSAM kAyatu vAca manena prasantaH||1||
①bhan ahu vandami sarva aCeSaM kAyatu vAca manena prasantaH||1||
②bhan ahu vandami sarvi aCeSA kAyatu vAca manena prasantaH||1||
③bhan ahu vandami sarva aCeSAM kayatu vAca mana prasantaH||1||
④tAn ahu vandami sarvi aCeSAM kAyatu vAca manena prasantaH||1||
ⓙkSetrarajopamakAyapramANaiH sarvajinAna karomi praNAmaM
①kSaturajepamakAyapramANai sarvajinAna karomi praNAmaM
②kSettrarajopamakAyapramArNeH sarvajinAna karomi praNAmaM
③kSettrarajopamakayapramANaiH sarvajanAna karomi praNamaM






ⓙekarajagri rajopamabuddhAM buddhAsutAna niSaNNaMku madhye
①ekarajAgri rajopamabuddhAM buddhasutAna niSarNNaku madhye
②ekarajAgri rajopamabuddhAM buddhasutA niSarNNaku madhye
③ekarajagri rajopamabuddhAM buddhasutAna niSarNNaku madhye
④ekarajAgri rajopamabuddhAM buddhasutAna niSaNNaku madhye
ⓙevam aCeSata dharmmatadhAtuM sarvAdhimudyami purNNa jinebhiH||3||
①evam aCeSata dharmatadhAtuM sarvadhimudyami prarNNa jinabheH||3||
②evam aCeSata dharmatadhatuM sarvadhimudyami pUrNNa jinebhiH||3||
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③evam aCeSatu dharmmatadhatuM sarvAdhimudyami pUrNNa jinebhiH||3||
④evam aCeSata dharmmatadhatuM sarvAdhimudyami purNNa jinebhiH||3||
ⓙteSu ca akSayavarNNasamudrAM sarvasvarAMgasamudrarutebhiH
①teSu ca akSayavarNNasamudrAM sarvasvarAMgasamudrarutebhiH
②teSu ca akSayavarNNasamudrAM sarvasvarAMgasamudrarutebhiH
③teSu ca akSayavarNNasamudrAM sarvasvArAMgasamudrarutebhiH
④teSu ca akSayavarNNasamudrAM sarvasvArAMgasamudrarutebhiH
ⓙsarvajinAna guNAm bhaNAmaNas tA sugatAM stavami ahu sarvvA||4||
①sarvajinAna guNAm bhaNAmaNAs tA sugatAM stavamA ahu sarvvA||4||
②sarvajinAna guNAm bhaNAmaNas tA sugatAM stavamI ahu sarvvAM||4||
③sarvajinAna guNam bhaNamaNas tA sugatAM stavamI ahu sarvvAM||4||
④sarvajinAna guNAm bhaNAmaNas tA sugatAM stavamI ahu sarvvAM||4||
1.単語の綴りについて













↙ ↓ ↓ ↘
圓行将来本 恵運将来本 空海将来本 圓仁将来本
↙ ↓ ↓ ↘
異本之一 異本之二 異本之三 異本之四




























1）Pargiter, F. E. 1916. "VajracchedikA in the Original Sanskrit."
In A. F. Rudolf Hoernle, ed. Manuscript Remains of Buddhist
Literature Found in Eastern Turkestan. Oxford: Clarendon Press, pp.176－95.
この梵本は、東トルキスタンでSteinが発見した。その後にPargiterにより ロ－マナイズ
された。5世紀終わりから6世紀初頭のものといわれる。
2）Chakravarti, N. P. 1956. "The Gilgit Text of the VajracchedikA ."In Giuseppe Tucci,ed.




3）Paul Harrison and Shogo Watanabe,"VajracchedikA PrajJpramitA",manuscripts in the
Schoyen Collection Ⅳ Buddhist manuscripts volume Ⅲ,ed by Jens Braarvig,Oslo;Hermes
１０１ 渡辺章悟編 『金剛般若経の研究』 山喜房佛書林 2009, pp.6－8














1）『金剛般若波羅蜜経』 羅什 訳 401年
2）『金剛般若波羅蜜経』 菩提流支 訳 509年 （高麗、元、明本）
3）『金剛般若波羅蜜経』 菩提留支 訳 509年 （宋本）
4）『金剛般若波羅蜜経』 真諦 訳 562年
5）『金剛能断般若波羅蜜経』 笈多 訳 590年
6）『能断金剛般若波羅蜜経』 玄奘 訳 648年
7）『第九会 能断金剛分』 玄奘 訳 660－663年
8）『能断金剛般若波羅蜜経』 義浄 訳 703年
8本の漢訳があるが、実際は6本となる。菩提流支が訳した2本に関して述べておく。
2）『金剛般若波羅蜜経』 菩提流支 訳 509年 （高麗、元、明本）










6）『能断金剛般若波羅蜜経』 玄奘 訳 648年










































































③（0073）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM 乾













折本形式で、表紙には『金剛般若経 梵文 上』『金剛般若経 梵文 下』
と書かれている。各頁に7行に梵字のみが規則正しく縦書されている。
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②（0072）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM について
さきの『金剛般若経 梵文 上』『金剛般若経 梵文 下』と同じ形式で、1冊にしている。
題目は梵字で vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM となっている。
③（0073）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM 乾
（0074）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM 坤
梵文『金剛般若経』を乾と坤の2冊に分けて書いている。薄紙の折本形式である。2冊と


















































１０７【慈雲尊者全集 第9巻 下 p.477】
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梵學津梁 第 末詮第 梵本金剛般若経諸譯互證 河陽高貴寺 沙門 法樹 纂校
題目の表示や形式は、縦書きで単語訳、梵字、羅什訳、笈多訳となっている。和田智満
師が、この梵写本を写し、黒田真洞師が受け継いだと考えられる。
⑥（0162）vajracchedaka prajJapAramitA sUtraM 上 下 （合本している）
折本形式で、上、下の2冊を合本している。表紙に帯状の紙に縦書きで、表題は、梵字で
vajracchedaka prajJapAramitA sUtraM と書いて貼っている。表紙の隅に朱書きで「法樹蔵」
と「唯如bhikSu拝寫」と書かれている。さきの梵写本の
③（0073）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM 乾



































































若経諸譯互證 』が三巻での完結となっている。⑧『梵文金剛般若経諸譯互證 四』は 折




③（0074）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM 坤とは始まる箇所が少し違っている。ただ、
2冊組の下巻をあらわす意味と思われる。｢坤 二稿｣から推測するに別に｢乾 一稿｣「坤 一
稿｣「乾 二稿｣「坤 二稿｣の合計4冊があったと思われる。そのため最後の ｢坤 二稿｣に



































③ （0074）vajracchedakA prajJapAramitA sUtraM 坤では
（ⅰ）のみ朱書きで記載。（ⅱ）（ⅲ）は記載なし。
④ （0076）vajracchedakA sUttraM 乙では、
（ⅱ）（ⅲ）（ⅰ）の順序で記載。（ⅰ）は朱書き。

























































































































１１９ 阿満得寿「梵文能斷金剛般若波羅蜜経と西蔵譯漢譯の対照」（一）『大乗』8巻12, 1929, p.37.


































































































































































１２８ Paul HARRISON （2008/2010）p.208,
'Copied at Kōkiji in the middle ten－day period of September, Meiji 13,Head of Survey, India School ,
Kanematsu Kūken.'
１２９ 新潮社辞典編集部『新潮日本人名辞典』新潮社 1991,p.812－813. 参照
『日本歴史大事典』第2巻 小学館2000, p.267.参照
Ernest Mason Satow "Collected papers" vol.3. (1880－1894)



















































































pAtra → pAttra pravarteta → pravartteta
②子音v音が、重複される例
sarve → sarvve pUrvAhNa → purvvAhNa nirvANa → nirvvANa





hitor na → hitor nna
以上は例であるが同系統の単語に関して（動詞、名詞の変化、複合語になった時など）た
とえば pravarteta → pravartteta であるように pravartiSyate → pravarttiSyate となり
dharmeSu → dharmmeSu であるように dharmaparyAyam → dharmmaparAyam と子音が重複し




bodhisattvA → bodhisatvA mahAsattvAH → mahAsatvAH mayArhattvaM → mayArhatvaM
3.連声について
写本の連声 正しい連声
saMgRhItaH aNDaja → saMgRhItA aNDajA
vAupapAduja → vaupapAdukA （vA aupapAdukA）
vA arUpiNo → vArUpiNo
vA asaMjJino → vAsaMjJino
sarvve anupathiseSe → sarve 'nupathiseSe











（0073）namaH sarvva jJaya ||
（0075）namaH sarvva jJaya ||
１３４ 阿満得寿『悉曇阿弥陀経』丙午出版社 附言（二）甲 1908. p5－6.
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（0070）namaH sarvva jJaya ||
（0159）namaH sarvva jJaya ||














（0073）evaM mayA srutam ekasmiM samaye bhagavAM ccharavastyAM viharati sma :
（0075）evaM mayA srutam ekasmiM samaye bhagavAM ccharavastyAM viharati sma :
（0070）evaM mayA Crutam ekasmiM samaye bhagavAM CrAvastyAM viharati sma :
（0159）evaM mayA Crutam ekasmiM samaye bhagavAM CrAvastyAM viharati sma :
（0165）evaM mayA Crutam ekasmiM samaye bhagavaM CrAvastyAM viharati sma :
Bブロックでは CrAvastyAM が（0073）（0075）では ccharavastyAM となっているが、正
しく訂正されている。『梵文阿彌陀経義釋』では CrAvastyAM viharati sma を｢在室羅筏住
處也｣ と解説している。このことをふまえて校訂していると思う。
C ブロック
（0073）jetavane anACayiNDAdasyArAme mahatA bhiSusaMghghana sArdham ardhattrayodasabhir
（0075）jetavane anACayiNDAdasyArAme mahatA bhirSusaMghghana sArdhaMmardhattrayodaCabhir
（0070）jetavane anAthapiNDadasyArAme mahatA bhikSusaMghena sAvaM mavattrayodaCabhir
（0159）jetavane anAthapiNDadasyArAme mahatA bhikSusaMghena sAvaM mavattrayodaCabhir
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（0165）jetavane anAthapiNDadasyArAme mahatA bhikSusaMghena sAvaM mavattrayodaCabhir
C ブロックではjetavane anAthapiNDadasyArAme に正しい連声がおこなわれていない。また







（0073）bhiSuMsataiH sabahulaiC va bovisatvairm mahAsatvaiH aCa Calu bhagavAM
（0075）bhirSusataiH sabahulais va bovisatvairm mahAsatvaiH aCa Calu bhagavAM
（0070）bhikSuCataiH sabahulaiC ca bodhisatvairm mahAsatvaiH atha khalu bhagavAM
（0159）bhikSuCataiH saMbahulaiC ca bodhisatvarm mahAsatvaiH atha khalu bhagavAM
（0165）bhikSuCataiH saMbahulaiC ca bodhisatvairm mahAsatvaiH atha khalu bhagavAM
D ブロックではaCaやCaluの綴りをathaやkhalu に正しく訂正している。
E ブロック
（0073）purvvAhNakAla samaye nivAsyaH pAtracIvaram AdAyaH CrACasthIM mahAnagarIM piNDAya
（0075）purvvAhNakAla samaye nivAsyaH pAtracIvaram AdAyaH CrACasthIM mahAnagarIM piNDAya
（0070）purvvAhNakAla samaye nivAsyaH pAttracIvaramAdAyaH CravasthIM mahAnagarIM piNDAya
（0159）purvvAhNakAla samaye nivAsyaH pAttracIvaram AdAyaH CravastIM mahAnagarIM piNDAya
（0165）purvvAhNakAla samaye nivAsyaH pAttracIvaram AdAyaH CrAvastIM mahAnagarIM piNDAya
F ブロック
（0073）prAvisat aCa Calu bhagavAM srAvasthIM mahAnagarIM piNDAya caritvA
（0075）prAvisat aCa ghalu bhagavAM CrAvasthIM mahAnagarIM piNDAya caritvA
（0070）prAviCat atha khalu bhagavAM CrAvasthIM mahAnagarIM piNDAya caritvA
（0159）prAviCat atha khalu bhagavAM CrAvastIM mahAnagarIM piNDAya caritvA
（0165）prAviCat atha khalu bhagavAM CrAvastIM mahAnagarIM piNDAya caritvA
G ブロック
（0073）kytabhaktakyatya paCcAdbhaktapiNDapAtapratikrAntaH pAtracIvaraM pratiCAmya
（0075）kytabhaktakyatya paCcAdbhaktapiNDapAtapratikrAntaH pAttracIvaraM pratisAmya
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（0070）kRtabhaktakRtya paCcAdbhaktapiNDapAtapratikrAntaH pAttracIvaraM pratiCAmya
（0159）kRtabhaktakRtya paCcAdbhaktapiNDapAtapratikrAntaH pAttracIvaraM pratiCAmya




（0073）pAdA prakSalya nyaSIdaT prajJapta evAsane paryaMkam Abhujya ryajuM kayaM
（0075）pAdo prakSalya nyaSIdaT prajJapta evAsane paryaMkam Abhujya ryajuM kayaM
（0070）pAdo prakSalya nyaSIdaT prajJapta evAsane paryaMkam AbhujyA ryajuM kayaM prayaM
（0159）pAdo prakSalya nyaSIdaT prajJapta evAsane paryaMkam AbhujyA ryajuM kayaM






（0073）praNivAya abhimuknau smRti upasphApya : aCa khalu saMpahulA bhikSavo yena
（0075）praNivAya abhimuvoM smRti upasphApya : aCa khalu saMbahulA bhikSavo yena
（0070）praNidhAya abhimuvoM smRti upasphAmyaH atha khalu saMpahulA bhikSavo yena
（0159）praNidhAya abhimukhaM smRti upsphApyaH atha khalu saMpahulA bhikSavo yena
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たものを Ernest Satowが 1881年に英国へ送った。
大阪府立中之島図書館所蔵 『阿叉羅帖』の高貴寺貝葉より
高貴寺貝葉 佛教大学の松田和信教授によれば、『有部六足論』のひとつのである『施
設論』の一部でチベット訳のみ現存する『世間施設論』と確認されている。貝葉は現在、
奈良国立博物館に保管されている。
- 20 -
大阪府立中之島図書館所蔵 『阿叉羅帖』の清涼寺貝葉より
嵯峨清涼寺貝葉（京都市右京区 通称嵯峨釈迦堂）岡教邃氏によれば、『倶舎論』の「随
眠品」「智品」に関連するものとしているが、今後の研究結果に委ねる
- 21 -
大阪府豊中市養照寺蔵 鳳潭の『大蔵経龕記』
海輪が住職をしていた養照寺に遺っている鳳潭の記録。『大蔵経龕記』となっており、
海輪の先代住職の浄山（1691－ 1760）と親交のあった鳳潭が、享保丙午（11年 1726）黄
鐘月（11月）に養照寺に滞在し、経堂の書物を研究したといわれる。
- 22 -
三康図書館所蔵本
黒田真洞師の写本
（0159）梵文金剛般若経諸譯互證 初稿 上
黒田真洞師の写本と比べると本詮の巻数が同じく未記入となっている。一般に「河州高
貴寺」がと書くべきが、同じく「河陽高貴寺」となっている。
- 23 -
右から、単語の訳、梵字、漢訳二訳の形式となっている。文の区切りもほぼ同じである。
